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衆
議
院
議
員
西
村
智
奈
美
君
提
出
通
級
指
導
の
担
当
教
員
の
基
礎
定
数
化
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

小
学
校
、
中
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
に
お
い
て
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
百
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
の
状
態
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
（
以
下
「
通
級
に
よ

る
指
導
」
と
い
う
。
）
を
担
当
す
る
教
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
九
日
に
文
部
科
学
省
が
取
り
ま
と
め
た

「
次
世
代
の
学
校
指
導
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
最
終
ま
と
め
）
」
に
お
い
て
、
通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童

生
徒
は
、
「
十
年
間
で
二
・
三
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
必
要
な
教
員
は
十
分
に
措
置
さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る

と
と
も
に
、
「
通
級
に
よ
る
指
導
に
関
す
る
専
門
性
を
有
す
る
教
員
の
養
成
・
確
保
、
通
級
に
よ
る
指
導
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
数
の
動
向
、
客
観
的
根
拠
に
基
づ
く
指
導
の
効
果
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、
通
級
に
よ
る
指
導

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数
に
応
じ
て
、
教
職
員
定
数
が
措
置
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
（
基
礎
定
数
化
）
、
指
導
体
制
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
同
省
と
し
て
は
、
こ
の
指
導
体
制
の
充
実
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

二
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
試
算
」
は
、
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分
科
会
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
四
日
）
に
お
い
て
、
財
務
省

か
ら
説
明
資
料
と
し
て
提
出
し
た
「
子
供
の
数
・
ク
ラ
ス
数
の
減
少
に
伴
う
教
職
員
定
数
の
変
化
」
（
以
下
「
本
資
料
」
と

い
う
。
）
に
お
け
る
今
後
十
年
間
の
教
職
員
定
数
の
試
算
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
は
「
平
成
二
十
九
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る
建
議
」
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日
財
政
制
度
等
審
議
会

建
議
）
に
向
け
た
議
論
に
資
す
る
た
め
に
お
示
し
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
試
算
は
、
文
部
科
学
省
に
お
け
る
平
成
二
十
九

年
度
予
算
の
概
算
要
求
時
の
見
積
り
に
示
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
八
年
度
ま
で
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校

の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
十
六
号
。
以
下
「
義
務
標
準
法
」
と
い

う
。
）
第
七
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
等
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
教
職
員
定
数
並
び
に
公
立
の
小
学
校
（
義
務
教
育

学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
、
中
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
含
む
。
）
及

び
特
別
支
援
学
校
ご
と
に
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
義
務
標
準
法
第
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
学
級
編
制
の
標
準
に
基

づ
き
学
級
編
制
し
た
場
合
の
学
級
の
一
学
級
当
た
り
の
義
務
標
準
法
第
十
五
条
等
の
規
定
に
よ
り
加
算
し
た
教
職
員
定
数（
以

下
「
加
配
定
数
」
と
い
う
。
）
の
割
合
を
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
八
年
度
ま
で
同
一
に
維
持
す
る
よ
う
計
算
し
た

加
配
定
数
を
基
に
計
算
し
た
結
果
で
あ
る
。

二



三
及
び
四
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
予
算
の
質
を
向
上
さ
せ
る
必
要
性
が
一
層
増
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
費
用
対
効
果
の

面
で
望
ま
し
い
の
か
、
厳
し
く
検
証
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
の
下
、
「
平
成
二
十
八
年
度
予
算
の
編
成

等
に
関
す
る
建
議
」
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
財
政
制
度
等
審
議
会
建
議
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
職
員
配

置
の
持
つ
学
力
向
上
や
学
習
姿
勢
の
改
善
と
い
っ
た
教
育
効
果
や
そ
れ
ら
の
因
果
関
係
、
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
も
含
め
た

政
策
の
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
教
育
政
策
に
つ
い
て
も
政
策
効

果
の
高
い
予
算
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
効
果
は
多
岐
に

わ
た
り
、
全
て
が
数
値
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
教
育
効
果
に
つ
い
て
の
不
断
の
検
証
は
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
工
夫
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
と
お
り
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
指
導
に
当
た
り
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
い
て
、
通
級
指
導
教
室
を

設
置
し
て
い
る
自
治
体
が
全
体
の
七
割
弱
を
占
め
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三


